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行政視察報告書 

 

氏名 山田 ますと 

 

調 査 期 間：平成26年（2014年）1月22日（水）～1月23日（木）  

調査先及び調査事項  

一宮市―市立総合体育館          1/22(水) 13:00～14:10 

一宮市―市立中央図書館          1/22(水) 14:10～15:30 

美濃市―美濃和紙を活かしたまちづくり   1/23(木) 09:20～13:30 

 
報告及び所感等 

 

1月22日 一宮市総合体育館について 

 

 

施設規模は、３つのアリーナ総面積７０２０㎡は県内最大規模。 

社会人リーグ、団体を招へいし、多くの市民にスポーツ競技を観戦してもらう

こと。また、国際大会などの公式競技に対応が可能な施設をコンセプトに設計。 
 

【類似施設の規模を参考として以下に記載】 

国立代々木屋内総合運動場メイン4,000㎡（全体5,300㎡） 

名古屋市総合体育館メイン3,646㎡（全体6,111㎡） 

横浜アリーナ8,000㎡   

さいたまスーパーアリーナ6,800㎡ 

大阪城国際文化スポーツホール3,500㎡ 
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【施設概要紹介】 

メインアリーナ：3,261.08m2(有効床68mx46m=3,128m2、天井高15m) 

観客席：1994席 + 車椅子8席 

主な種目の公式大会での最大コート数 

バレーボール （6人制・9人制女子） 4(1) 

バレーボール （9人制男子） 3(1) 

バスケットボール 3(1) 

卓球 24(8) 

テニス 3(1) 

いちい信金アリーナA 

アリーナ：1,892.01m2(有効床46mx37m=1,702m2、天井高12.6m) 

観客席：223席 + 車椅子2席 

主な種目の公式大会での最大コート数 

バレーボール （6人制・9人制女子） 2(1) 

バレーボール （9人制男子） 2(1) 

バスケットボール 2(1) 

卓球 15(7) 

テニス 2(1) 

いちい信金アリーナB 

アリーナ：1,867.66m2(有効床46mx37m=1,702m2、天井高12.6m) 

観客席：172席 + 車椅子2席 

主な種目の公式大会での最大コート数 

バレーボール （6人制・9人制女子） 2(1) 

バレーボール （9人制男子） 2(1) 

バスケットボール 2(1) 

卓球 15(7) 

テニス 2(1) 

武道館機能は移動式の畳を導入して対応。 

駐車場は、常設500台、臨時駐車場500台、合計1000台収容可能。 
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【防災機能】 

避難収容人数は1600人。雨水利用による3日分の洗浄水貯留槽整備。 

 

【財源確保 ネーミングライツ（命名権）を採用】 

平成23年4月1日～平成28年3月31日（5年間） 

メインアリーナは、300万/年額*5年間 

アリーナＡＢとも100万/年額*5年間 

 

【指定管理者制度導入の方針について】 

総合体育館は、直営からスタートさせています。 

その理由は、オープンから３年は直営でスタートさせることで、経費がどれく

らいかかるかが算出できる。指定管理の導入については、シナリオがはっきり

しており、経費削減を掲げ、達成の手段として指定管理者制度を導入するとし

ている。 

 

【事業費について】 

国の補助金や合併特例債をフルに活用 

70億8,699万7千円（全体事業費）建設工事費63億167万円 

財源内訳 

国庫補助金 33億 3,000万円、合併特例債 21億 7,070万円（70％が交付税で補

填）基金繰入15億6,898万8千円、一般財源1,730万9千円。 

※国からの補助金を引き出すため「公園用地を活用」。 

※建設積立金をしてきた。 

 

 

【所感・本市への提案要望等】 
①国際的競技や大会を行うためにも、1アリーナ最低でも 3,200㎡以上が必要。 
同時開催を行えるメリットがあり、競技時間が短縮できるとのこと。 
②ネーミングライツの採用を検討すること。 
③雨水貯留槽や災害時の避難収容を想定した設計をすること。 
④指定管理者導入への考え方について参考にすること。 
⑤財源確保(国庫補助金)についてはフルに活用すること。 
等々、参考になる取り組みが多くありました。 
 アサヒビール跡地３．８ヘクタールの中で、体育館に予定されている1ヘクタ

ールの土地にどのような建設を計画するのかはまだ、これからですが、議会と

してしっかりと提案してまいります。 
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1月22日 一宮市立中央図書館 

 
「子ども読書のまち」を宣言（平成 26年 1月 10日） 
将来を担う子どもたちの心豊かな成長を促す読書環境づくりと、 
子どもの時から読書に親しむことで、読書を基盤とした人づくり、街づくりを

進めることを願い「子ども読書のまち宣言」を発表。 
 
【特徴】 
駅前に中央図書館がある自治体は全国でも少ないとのことでした。 
開館時間は朝９時から夜９時まで。 
年間 320日の開館で利便性向上。 
来館者数 1日平均 3600人。 
ビジネス支援コーナー、障がい者サービス、多文化サービス（英語の話せるス

タッフを配置） 
屋上に、約 440㎡の自動化書庫を整備しており、約 30万冊の資料が収納可能 
 
【運営方式について一部業務委託】 
基本は直営ですが、開館日数の増加や開館時間延長に対応するために、カウン

ター業務など図書館運営業務の一部はプロポーザルで選定した業者に委託して

いる。 
 
【施設概要】 
延べ床面積：約 6.700㎡ 収蔵可能点数 60万点  蔵書点数 46万点 
＜５階児童書エリア 1780㎡＞ 
幼児向け絵本から、児童向けの図書まで、幅広く配置。 
児童調べ学習室 36席、おはなしの部屋、視聴覚エリア、授乳室、児童用トイレ
を設けている。 
コンセプトは、子ども同士で、親子で安心安全に利用できる空間。 
 
＜６階一般書・視聴覚エリア 2500㎡＞ 
CD・DVDコーナー、新聞コーナー、雑誌コーナー、AVブース、ティーンズコ
ーナー、よみものや小説などのコーナーを設置。 
対面朗読室、拡大読書器、車いす用閲覧席、学習室 160席、多目的室、休憩室、
多目的トイレを設けている。 
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＜７階一般書・参考図書エリア 1780㎡＞ 
辞典、郷土資料などのレファレンス図書を設置。 
ビジネス支援コーナー、インターネットブース、閲覧席、持ち込みパソコン室

などを設けている。 
 
【所感・本市への提案要望等】 
①一宮市様では、駅前立地の利便性をフルに活用して、利用者の立場に立った

運営をしています。来館時間帯（9-21）や開館日数（320日）を拡充するために、
カウンター業務など図書館運営業務の一部はプロポーザルで選定した業者に委

託しています。 
時間延長や開館日数の拡充を検討し必要ならば業者委託も検討すること。 
②西宮市立中央図書館は、館内にも周辺地域にも駐車場が整備されておらず、

駅からも徒歩で圏内ではありません。「中央図書館」の場所を見直し、ＪＲ西

宮駅前や阪神西宮駅前などの立地を活かした場所への移転整備を検討してもら

いたい。 
 
 

 

1月23日 美濃市「美濃和紙を活かしたまちづくりについて」 

小さくてもキラリと光るオンリーワンのまち美濃市 

 

【美濃和紙の里会館を視察】 

美濃和紙について、 
教科書やノート、それから新聞紙や雑誌などのように、よく見かける紙のほと

んどは洋紙です。この洋紙は「パルプ」と呼ばれる、木の繊維をくだいたもの

を材料にして機械で作る紙です。 
 和紙というのは主に「楮（コウゾ）」「三椏（ミツマタ）」「雁皮（ガンピ）」と

いう木の皮の繊維を材料にして作る紙のことで、「楮」には高級な障子紙などに

よく使われ、「三椏」はお札などに使われています。 
 美濃市では、「美濃紙（ミノガミ）」というとても有名な和紙が、何百年も昔

から今にいたるまで作り続けています。 
 一番盛んに作られていたころは、美濃市周辺の村々でも、約 5,000 戸の紙す
きの家がありました。しかし、現在では 30戸弱が残っているだけです。  
（注釈：美濃和紙の里館より案内） 
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【美濃和紙の里館について】 

平成6年、市制40周年事業としてオープン。 

目的は、美濃和紙の振興と後継者育成。 

1300年の歴史を持つ美濃和紙をはじめ、全国の和紙産地54産地を紹介。 

 

【美濃和紙振興への取り組み】 

①市内小学校の卒業証書を自分で漉いた和紙を使うようにしている。 

②美濃和紙手漉き技術の継承は、師匠が弟子をとって技術を継承することが基

本です。そのため、美濃市は、後継者育成奨励金として５万円/月額*２年間支

給することで、弟子の育成を支援している。 

※職人は、現在30戸弱。30代から40代が50％ 70代から80代が50％。 

紙漉き職人の子どもが家業を引き継がない方が多く、技術の継承が課題である。 

 

【美濃和紙あかりアート館】 

美濃和紙あかりアート展を企画開催 

1,300年の歴史を誇る「美濃和紙」と市の重要伝統的建造物群保存地区である【う

だつの上がる町並み】の活性化とブランド化を目的に、市制40周年事業として

開催。(本年で20周年) 

作品の出展も撤収もすべて、出展者が持ち込み、持ち帰りを行うルールにして

おり、そのため、出展者の多くは美濃市内へ宿泊するようになっています。 

美濃和紙を使用したあかりアートを一般・小中学生の両部門で全国公募し「う

だつの上がる町並み」に展示し審査が行なわれます。 

江戸時代からの情緒を残す町並みと美濃和紙を活かしたあかりアートのコラ

ボは、美濃和紙の魅力を高める効果的なイベントとなっています。  

 

【所感・本市への提案要望等】 

①市内小学校の卒業証書を自分で漉いた和紙を使っていますが、西宮市でも名

塩和紙の技術の継承や後継者の育成などの視点から、卒業証書を名塩和紙で作

るとか、体験学習などの機会を設けるなど検討してください。 

②美濃市では、後継者育成奨励金として５万円/月額*２年間支給していますが、

このような助成事業を参考にして伝統や文化の継承に繋がるような取り組みを

検討してください。 

③西宮市では、船坂ビエンナーレが開催されていますが、名塩和紙を活かした

作品展示を企画することを要望します。 

また、市民文化祭に合わせて、小学生や市民が参加できる名塩和紙をいかした

作品展示の企画などを検討してください。 
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